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＜基本方針＞ 

 滋賀ブロック大会は、「滋賀はひとつ」を合言葉に相互研鑽や相互交流を目的として開催1 

され、滋賀の強固な絆を築いてまいりました。この歴史を受け継ぎながら、我々の想いと2 

運動を多くの市民に発信し、また地域の未来に必要となる道徳心を持った人財育成に資す3 

ることを目指さねばなりません。市民が自発的に目標に向かって行動してきた伝統のある4 

守山の地で、我々と市民が、共に滋賀の未来を思い描く大会を創造することが必要です。 5 

まずは、「活気に満ちあふれた地域を創造するには、人が集うことから始めなくてはなら6 

ない」の言葉を具現化するために、県内１１ＬＯＭのメンバーが集い創りだす力を実感出7 

来る大会を開催します。そして、地域教育の課題を見つめ、滋賀の未来に必要となる道徳8 

心を持つ人財の育成事業を開催します。また、我々大人が率先して襟を正すことにより子9 

どもたちの確かな手本となる道を示します。さらに、青年会議所運動にご理解を頂いた皆10 

様に向け、我々の今後の活動に対する気概を改めて伝え、これまでの協力に感謝を表し、11 

より深く連携するきっかけとなることを目指します。そして、会員が互いの活動に対する12 

理解を深め、称え合いながら新たな目標を持ってこれからの青年会議所活動に取組む契機13 

とします。また、滋賀ブロック協議会の明日の方向性を確認することから一致団結を生み14 

出します。さらに、卒業生の今までの活動に対する尊敬の気持ちを示し、地域と青年会議15 

所運動の更なる発展を約束することで、しっかりとバトンを引継ぐ場を創造します。そし16 

て、会員同士が互いの活動を労い、次の運動に向かう勇気を醸成する機会を創出します。 17 

確かな行動規範と道徳心を持って行動する自立した市民と、意気あふれる我々ＪＡＹＣ18 

ＥＥが互いに手を取りあい、滋賀の輝かしい未来を担う人財像を共有し、一人ひとりが手19 

本となる覚悟を持ち行動することで「活気に満ちあふれた力強い湖国滋賀」を創造します。 20 

 21 

＜事業計画＞ 22 

１．滋賀ブロック大会日程の決定 23 

２．滋賀ブロック大会趣旨テーマの策定 24 

３．滋賀ブロック大会記念式典・卒業式の開催 25 

４．滋賀ブロック大会大懇親会の開催 26 

５．滋賀ブロック大会記念事業（道徳心を育む事業）の開催 27 


